
　マッキントリックさんは、スコットランドの 美
うつく

しい 田
いなか

舎に 

住
す

む おばあさんです。でも、貧
まず

しくて 家
や

賃
ちん

が はらえないので、

教
きょう

会
かい

の 人
ひと

達
たち

が 親
しん

切
せつ

にも 代
か

わりに はらってくれていました。

　心
こころ

の やさしい ブルース牧
ぼく

師
し

は、毎
まい

月
つき

 家
や

賃
ちん

のための お金
かね

を

マッキントリックさんに 届
とど

けに 来
き

てくれていました。そんな

ある日
ひ

の ことです。マッキントリックさんと おしゃべり

していて、ふと 牧
ぼく

師
し

は こんな ことを たずねました。「マッキン

トリックさん。教
きょう

会
かい

の 人
ひと

達
たち

は、あなたの 息
むす

子
こ

さんが どうして 

仕
し

送
おく

りを してくださらないのか、わからないのです。息
むす

子
こ

さんは、

オーストラリアで 非
ひ

常
じょう

に 良
よ

い 仕
し

事
ごと

に ついているそうじゃ 

ないですか。」

　「ウイリアムは、とっても いい 子
こ

だわ。必
かなら

ず 毎
まい

週
しゅう

のように、

手
て

紙
がみ

を 書
か

いてくれるのよ。ちょっと 見
み

てみませんか？」と、

マッキントリックさんが 言
い

いました。

　母
はは

親
おや

を それほど 愛
あい

しているのに、なぜ 仕
し

送
おく

りを してくれ

ないのだろうと 不
ふ

思
し

議
ぎ

に 思
おも

いながら、牧
ぼく

師
し

は ウイリアムの 

手
て

紙
がみ

を 見
み

せてもらうことに しました。

　マッキントリックさんは、二
ふた

つの 包
つつ

みを 持
も

って 部
へ

屋
や

から 

もどって来
き

ました。そして、その 一
ひと

つを ブルース牧
ぼく

師
し

に 

渡
わた

しました。

　ブルース牧
ぼく

師
し

が たばねてある ひもを ほどいて いると、

マッキントリックさんが こんな ことを 言
い

いました。「ウイリ

アムは、手
て

紙
がみ

と いっしょに、いつも 小
ちい

さい きれいな 絵
え

を

送
おく

ってくれるのよ。」



　ブルース牧
ぼく

師
し

は、ますます 不
ふ

思
し

議
ぎ

に 思
おも

いました。「手
て

紙
がみ

と いっしょに、毎
まい

回
かい

 絵
え

を 送
おく

ってくれるですって？　その 絵
え

を 見
み

せていただけますか？」

　「ええ、もちろんだわ！」　そう 答
こた

えると、マッキントリックさんは もう一
ひと

つの 包
つつ

みの 中
なか

身
み

を 牧
ぼく

師
し

に 渡
わた

しながら 言
い

いました。「男
おとこ

の 人
ひと

の 顔
かお

だったり、馬
うま

に 乗
の

っている 姿
すがた

だったり、王
おう

様
さま

の 

絵
え

も あるのよ。『王
おう

様
さま

、万
ばん

歳
ざい

！』と 書
か

かれているわ。」

　それを 聞
き

いた ブルース牧
ぼく

師
し

が おどろいて 言
い

いました。「息
むす

子
こ

さん、万
ばん

歳
ざい

！　マッキントリックさん、あなたは お金
かね

持
も

ちじゃ ないですか！　この きれいな 絵
え

は 全
ぜん

部
ぶ

、お金
かね

ですよ。あなたの 

家
いえ

には ずっと、息
むす

子
こ

さんからの 多
た

額
がく

の 仕
し

送
おく

りが 眠
ねむ

っていたと いうのに、この お札
さつ

が 全
ぜん

部
ぶ

、ただの きれいな 絵
え

に すぎないと 思
おも

って、こんなに 長
なが

い 間
あいだ

、お金
かね

が 足
た

りなくて 不
ふ

自
じ

由
ゆう

な 

暮
く

らしを してこられたなんて！」

　大
おお

勢
ぜい

の 人
ひと

達
たち

が、聖
せい

書
しょ

に 書
か

かれている 約
やく

束
そく

を それと 同
おな

じように、ただの すてきな 言
こと

葉
ば

、つまり 「きれいな 絵
え

」だと 思
おも

っています。けれども、神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

に 書
か

かれた 約
やく

束
そく

は、神
かみ

様
さま

が 

私
わたし

達
たち

の 世
せ

話
わ

を してくださるという 私
わたし

達
たち

の 信
しん

仰
こう

を はげまし、必
ひつ

要
よう

な 時
とき

には いつでも 助
たす

けを 求
もと

めるために あるのです。

　聖
せい

書
しょ

には、こう 書
か

かれています。「[ 主
しゅ

によって ]、尊
たっと

く 、大
おお

いなる 約
やく

束
そく

が、わたしたちに 与
あた

えられている。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ペテロの 第
だい

二
に

の 手
て

紙
がみ
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